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島根県江津市～桜江町にかけて分布する
　　　　　　桜江層群の地質構造

小室　裕明＊・大塚　牧子＊＊

Geologic　Structure　of　the　Sakurae　Group　around　G6tsu　City　and　Sakurae　Town，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shimane　Prefbcture

Hiroaki　Komuro＊and　Makiko　Otsuka＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
The　Kawado　Fomation　of　the　Paleogene　Sakurae　Group　in　central　Shimane　Prefect皿e　consists　of　acidic

crystal　tuff，lower　andesite，mudstone，upper　andesite　and　acidic　welded　tuff　members，in　ascending　order．The

Kawado　Fomnation　is　probably　intra－caldera　fill　of　the　Sakurae　cauldron，and　is　in　fault　contact　with　Sangun

metamorphic　rocks　which　form　the　basement　of　the　cauldron．The　cauldron　rim　consists　of　several　cross　faults，

foming　an　irregular　boundary．A　mmber　of　dikes　and　plutons　of　andesite，rhyolite　and　qua丘z－porphyry　are

emplaced　in　and　around　the　cauldron．The　Kawado　Fomation　gently　dips　west　in　the　eastem　part　of　the　area，

but　is　folded　with　E－W　axes　in　the　central　part．The　presence　of　several　hidden　faults　between　the　eastem　and

westem　parts　can　be　infenled　ffom　this　stmctural　discontimity．Lava　domes　he　along　the　axes　of　two　anticlines

in　the　central　part　of　the　cauldron．
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は　じ　め　に

　山陰地域には漸新世のコールドロンが集中しており

（第1図），日本海形成初期のリフティングステージ

（Jolivet　et　a1．，1994）であるこの時代の火成活動・構造運

動を解明するのには絶好のフィールドである．山陰の古

第三紀コールドロンについては，村上（1973，1985）など

によって全体像がしだいに明らかにされてきたが，島根

県中央部に広い面積を占めて分布する桜江コールドロン

（桜江層群）は，東部を松田・小田（1982），西部を山内

（1986），Nakamura（1982），北部～中部を中澤・小室

（1996），入道・小室（1997）などが部分的に調査しただ

けで，全体の層序・構造はまだ明らかになっていない．

　本論では，桜江コールドロンの全体像を明らかにする

研究の一環として，桜江層群分布域の北西部にあたる江

津市と桜江町にまたがる未踏査区域の詳細な地質図を作

成し，岩相と構造について記載する．
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地　質　概　説

　調査地域の桜江層群は，大部分が火山岩・火砕岩類か

らなり，北部に分布する基盤の三郡変成岩類（岡村・岡

屋，1975）とは断層関係で接している．江の川北岸の桜

江層群（松田・小田，1982；中澤・小室，1996；入道・小

室，1997）と類似の岩相であるが，江の川を挟んで構造

的に不連続なので，層序的な関係が未確認である．その
　　　　　　　　　　　　かわど
ため，ここでは桜江層群川戸累層（新称）をあらたに設

定した．

　川戸累層は，下位から，結晶質酸性凝灰岩部層および

これと同時異相の関係にある下部安山岩部層・泥岩部

層・上部安山岩部層・酸性溶結凝灰岩部層からなる．こ

れらに安山岩・流紋岩・石英斑岩などの岩脈・岩体が貫

入している（第2図）．桜江層群の構造は，調査地域東

部では全体として西に緩傾斜であるが，調査地域中央部

には東西性の褶曲軸が数本みとめられる．西部では，基

盤の三郡変成岩類と複雑な断層関係で接している．

　桜江層群のジルコンのフィッショントラック年代値

は，Matsuda（1982）では57Maおよび63Maの値が報

告され，松浦（1989）では36～40Maとされる．これ

らの年代値試料のサンプリング地点は，いずれも今回の

調査地域には含まれていない．
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第1図　調査地域位置図

地　質　記　載

基盤岩類

三郡変成岩類　調査地域北部に分布する．泥質片岩を主

体とし，一部で塩基性片岩もみられる．これらの結晶片

岩には蛇紋岩の小岩体が貫入している．

江津火山岩類　調査地域西部に分布し，江津火山岩類最
　　　せいみ
下部の清見流紋岩層（今岡ほか，1982）に相当する．酸

性弱溶結凝灰岩や結晶質酸性凝灰岩などからなり，結晶

片には，径1～2mmの石英・斜長石・カリ長石がみら

れる．また，径1～2cmのフェルサイトや安山岩の岩片

を含む．マトリクスは細粒で脱ガラス化しており，変質

（セリサイト化）が顕著である．三郡変成岩類との境界

部付近の江津火山岩類中には，三郡変成岩の礫からなる

不淘汰角礫岩がみられ，また，蛇紋岩が江津火山岩類と

断層で接している部分では，江津火山岩類中に蛇紋岩の

不淘汰角礫が多数含まれる．今岡ほか（1982）によれば，

清見流紋岩層のフィッショントラック年代は，75±4Ma

とされる．

桜江層群

　松田・小田（1982）は，江の川沿いの川本町周辺に分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかほりやま
布する火山岩類を桜江層群と命名し，桜江層群を高堀山
　　　　　　こたに
層・中野層・小谷層に区分した．松浦（1989）は，西部

の旭層群（山内，1986）も合わせて桜江層群に一括する

ことを提唱した．しかし，江の川を挟んで，松田・小田

の定義による桜江層群のどの層準が山内（1986）の旭層

群に連続するのかは，まだ未確認である．そこで，ここ

では桜江層群川戸累層をあらたに命名する．川戸累層

は，山内（1986）の旭層群下部今市累層に連続する可能

性があるが，未確認であり，対比は今後の課題としたい．

川戸累層（新称）　桜江町川戸～市山を模式地とする．

基盤の三郡変成岩類とは断層関係で接する．層厚1，600

m十．

結晶質酸性凝灰岩部層：本調査地域にもっとも広く分布

し，層厚は1000m＋である．緑灰色～青灰色を呈し，結

晶片や岩片をしばしば含む．結晶片には石英と斜長石の

長径1～5mmの結晶片が目立つ．場所によっては，径

3～5mm（最大で50mm）の流紋岩や安山岩などのやや

円磨された本質・異質岩片を多数含む場合がある．また，

全体に細粒化している部分も一部の地域で認められる．

鏡下の観察では，0．3～1mmの黒雲母が見られることが

ある．マトリクスは細粒である．川戸付近では，本層最

下部に，葉理の発達した泥岩の薄層（層厚1m程度）が

挟在する．

下部安山岩部層：桜江町小田付近に分布し，層厚は最大

で約140mである．暗緑色を呈する角閃石輝石安山岩

からなり，長径1～4mmの斜長石と角閃石の斑晶，お

よび05～0．8mmの単斜輝石が観察される．石基はピロ

タキシティックである．径8～50mmの角礫状になった

自破砕構造がしばしば観察される．

泥岩部層：桜江町市山付近に，層厚10m程度で結晶質

凝灰岩層中に挟在する．暗黒色で細かい葉理が発達して

おり，いわゆる「湖成層」である．

上部安山岩部層：調査地域中央部および西部に広く分布

し，層厚は最大で約250mである．暗緑色を呈する角
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第3図　地質断面図二凡例は第2図と同じ．
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閃石輝石安山岩と無斑晶質安山岩からなる．角閃石安山

岩は，1～3mmの斜長石斑晶，0．5～3mmのオパサイト

化した角閃石斑晶，0．2～0．5mmの単斜輝石斑晶が観察

される．石基はピロタキシティックである．無斑晶安山

岩は，鏡下ではピロタキシティック組織が顕著に認めら

れる．これらの安山岩には，径0．5～40mmの角礫状に

なった自破砕構造がしばしばみられる．後谷では，本部

層最上部付近に結晶質酸性凝灰岩の薄層（層厚数m程

度）を挟在する．

酸性溶結凝灰岩部層：江津市芦山谷付近と桜江町市山西

方に分布し，層厚は最大で70m程度である．ガラス基

質でユータキシティック組織をなす．また，斜長石や石

英の結晶片，大小の岩片を多数含む．結晶片は，径2～

5mmほどである．鏡下では0．5～1mmの変質した黒雲

母も認められる．岩片は，径3～18mmの流紋岩・安山

岩などからなり，角礫状で淘汰が悪い．また，弱溶結か

ら強溶結まで，岩相変化に富んでいる．フィアメ（本質

レンズ）の縦横比は，5～8程度である．

貫入岩類

安山岩　無斑晶安山岩や角閃石安山岩の小規模な岩脈が

点在する．無斑晶安山岩は，鏡下ではピロタキシティッ

ク組織が観察される．角閃石安山岩は，1～3mmの斜

長石・角閃石の斑晶をもち，石基はピロタキシティック

である．

流紋岩　南部の桜江町市山西方に比較的大きな岩体が見

られ，北部や西部にも小規模な岩体が見られる．市山西

方の岩体では，東西走向でほぼ垂直の流理が顕著であ

り，流理の走向は周囲の地層の走向と調和的だが，傾斜

は不調和である．斑晶には0．5～1mmの石英・斜長石

がみられ，まれに黒雲母が含まれる．石基は隠微晶質で

ある．

石英斑岩　桜江町市山北西にみられる．2～3mmの斜

長石・石英・黒雲母斑晶と，隠微晶質な石基からなる．

石基にはバリオリティック組織がみられる．貫入部で

は，幅3cm程度の細粒縁をもつ．

地　質　構　造

　川戸累層の北縁は断層によって基盤の三郡変成岩類と

接し，東西走向南傾斜の断層破砕帯が観察される．この

北縁断層は地形にも明瞭にあらわれている．西縁もやは

り断層によって三郡変成岩類と接しており，南北走向東

傾斜の断層破砕帯がみとめられる．川戸累層と基盤の江

津火山岩類が直接に接しているところはない．

　東部では，川戸累層の走向はほぼ南北で，西に10～
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20。の緩傾斜をなす．しかしこの構造は西には続かず，中

央部では東西走向となり，東西性の軸を持つ緩い背斜・

向斜が南北に並んでいる．この緩い褶曲構造は，西へと

尖滅し，西部ではほぼ水平ないし緩い北傾斜となる．東

部地域と中部地域の構造の不連続は顕著であり，この問

には南北性の断層が推定できる（第2図）．

構造に関する若干の考察

　市山西方の背斜構造は，軸部に流紋岩の貫入をともな

う．この流紋岩の岩体は，東西走向で垂直に近い流理が

顕著であり，褶曲軸の方向に細長い形態をしている．貫

入している結晶質酸性凝灰岩部層・酸性溶結凝灰岩部層

の構造とは，走向が調和的で傾斜が不調和である．した

がって，潜在円頂丘としてこれらの凝灰岩層を背斜状に

隆起させながら貫入した可能性は高い．

　上部安山岩溶岩部層は，全体として南に向かって薄

化・尖滅しており，南部には露出しない．中部の後谷の

背斜部では，内座層として結晶質凝灰岩部層内に露出す

る．後谷では，この上部安山岩部層の下の面が確認でき

ないが，上部安山岩部層がドーム状に盛り上がって背斜

構造を形成している可能性がある．安山岩溶岩には自破

砕構造がしばしば観察され，周囲の地層の構造とも調和

的なので，溶岩はある程度地表を流れたものであり，潜

在円頂丘として後から貫入したのではないと思われる．

安山岩部層の上部には結晶質凝灰岩の薄層が挟在するこ

とからも，安山岩の溶岩円頂丘が地表に形成されるのと

並行して，円頂丘の周囲を結晶質凝灰岩が埋め立てて

いったと考えられる．

　したがって，中部地域の褶曲構造は，東西に長軸を持

つ安山岩と流紋岩の溶岩円頂丘・潜在円頂丘が凝灰岩類

を押し上げて背斜構造を形成した可能性があると考えら

れよう　（第3図C＿D断面）．

　桜江層群は，全体として大きな陥没構造をなしている

が，単一のコールドロンであるか否かは，まだその全貌

が不明である．中澤・小室（1996），入道・小室（1997）

および今回の研究により，北縁～東縁の構造が明らかに

なり，すでに公表されている南西縁の地質（山内，1986）

も考慮すると，桜江コールドロンの北縁～西縁の構造

は，単純な環状断層で基盤と境されているのではなく，

複雑に交差する断層系によって基盤と接する多角形コー

ルドロン（Komuro，1987）であると判断される．また，

コールドロン内部では，南北性の断層によって構造が不

連続となっており，褶曲構造の原因となった東西に細長

い溶岩円頂丘は，東西性の断裂にそってマグマが上昇・

噴出した可能性を物語っている．これらのことは，断裂

89

系が縁辺部だけでなくコールドロン内部にも及んだこと

を示唆している．
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